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テント裁判控訴審第二回証人尋問!!
国カ海産省前テントひろばに『微去J明書金J支払を求めたスラップ(桐喝)鎗判
の篇2回弁障が7月2'自の午後、東京高設で行われた.弁趨団は万全の筆備で3名の
鉦人.聞に臨んだ.テント舞判もいよいよ川肉の再棟働個止とともに正念喝を迎えた.
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